
                 学校だよりＮＯ ４  令和４年４月２２日  児童数 ４７７人 
 
 
 
 
                                    

文責 校長 古川 次男 

 

  

 

 

 「なかなか減らないな～」と、毎日の福島県の感染者数の速報を見て思ってしまいます。

ゴールデンウィークを控え、「感染がさらに拡大をしないか」と心配しているところです。

本校でも、少人数ですが、感染者の連絡は入っています。ただ、本人や家族に発熱等があ

った場合には、積極的に登校を控えて下さっているので、学級閉鎖という事態には至って

おりません。 

 福島県は、下記の通り５月１５日（日）まで「感染拡大防止重点対策」の期間となって

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまでのように、本人やご家族に発熱等があった場合やＰＣＲ検査を受けたときには

結果がわかるまで、登校を控えてくださるようお願いいたします。また、検温やマスクの

準備、日々の健康管理にはくれぐれもご留意くださるよう重ねてお願いいたします。 

 とはいえ、コロナ禍も３年目を迎え、ワクチン３回の接種率の高まりがみられる中、「ウ

ィズコロナ」の学校教育を進めていかなくてはなりません。基本的な感染対策は、これま

で同様に注意を払いながら、子どもたちへのより良い教育活動を進めていこうと考えてい

ます。 

 おかげさまで、先週の１５日（金）には方部別分散ではありましたが、授業参観を実施

することができました。参観された保護者の人数を数えてみると、常時１０名程度であり、

ソーシャルディスタンスにも気を配っていただき、

大変助かりました。新学年になった薫っ子の様子

は、いかがでしたか。特に、心配されていたのは、

新入生の保護者の皆様でしょう。お子様を見つめる

目が、真剣そのものでした。授業の様子をご覧にな

り、少しは安心なされたのではないでしょうか。 

 １年生の成長は日々大きなものがあり、「初めて

の給食」や「初めてのねんど」など、それらの経験

を通して１日１日成長が見られます。その様子につ

いては、ホームページ等でお知らせしてまいります

ので、どうぞ、ご覧ください。          【６年生の授業参観時の様子から】 


